
京都大学研究資源アーカイブは、京都大学における教育や研究のプロ
セスで収集または作成された資料群をアーカイブズとして永続的に学内外
で利用可能にする取り組みです。同アーカイブに所属するアーキビスト
が専門的知見を活かして、研究資源のアーカイブ化をサポートします。
アーカイブ化には、調査（step2）、審査（step3）が必要となります。

詳しくは裏面をご覧ください

利
用
例
1

国内外の論文で引用された
講義や講演会で資料を
見せることができた

利
用
例
2

利
用
例
3

出版や展示の
問合せを受けた

公開後は学内外での利用を促進します

ウェブで公開されて
研究の足跡を
伝えやすくなった！

これまで接点の
なかった研究分野から

問合せが！

目録ができて
資料を探しやすくなった！
出典も書きやすい！

締切：2024年9月30日（月）

京都大学の教育研究に関する資料群を
研究資源として長期的に利用していくために
研究資源アーカイブと資料群を所有する部局等とによる
共同プロジェクトを実施しています。

「研究資源化プロジェクト」
調査依頼受付中 2025年度実施分

こんなものをお持ちではないですか？

アーカイブ化

公開・・・・・・・・・・京都大学デジタルアーカイブシステム（Peek）にて公開されます。
https://u.kyoto-u.jp/kurra-peek/

調査の写真や映像
計画表や地図

古い実験装置や
その設計図面

調査の行程を記録した
フィールドノート

研究アイデアのメモ
推敲の跡が残る手稿

講義内容を記したノート
実験で作成したノート



まずは調査をご依頼ください 京都大学研究資源アーカイブ
E-MAIL：kurra-info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp
TEL：075-753-3278（京都大学総合博物館内 研究資源アーカイブ担当）

調査依頼書のご提出・お問合せ先
研究資源化プロジェクトの申請には事前の調査が必要です。
「研究資源アーカイブ調査依頼書」を以下のページからダウンロードし、
必要事項をご記入のうえ電子メールでご提出ください。
https://www.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/brochure_form/

これまでに公開してきたアーカイブ資料の例

「田中正武研究資料, 1929‒1997」より
資料名：［中近東3］（部分）
資料番号：AGR MIXED 2021/1/S03-1/016-13

「福井謙一研究資料, 1936‒1988（主年代1948‒1982）」より
資料名：［研究メモ244-12/001］
資料番号：FFC MIXED 2018/1/S02-3/244-12/001

「高エネルギー粒子照射材料透過電子顕微鏡写真, ca.1985-1997」より
資料名：［ネガフィルム, Oシリーズ］ O-29341. Cu-0.3Ge, G641, RTNS-II, 
200℃, SS, BF, 21K　資料番号：O-29341

「佐藤幹夫関係資料: 講義ノートおよび講義録音, 1984‒1986」より
資料名：[ノート14] 佐藤 特別講義 '85 (5).［昭和60年度(1985),第13回
～Ⅱ学期第2回.］（18ページ・部分）　資料番号：講義ノート14

京都大学デジタルアーカイブシステム（Peek）
https://u.kyoto-u.jp/kurra-peek/

注意事項 ・権利関係（所有権、著作権、肖像権等）に問題があり、利用の困難が懸念される資料群は、調査（step2）をお断りする場合があります。
・整理（step4）や公開（step5）に際して資料情報をご提供いただく等、研究資源アーカイブは申請者と共同でプロジェクトに取り組みます。 

京都大学研究資源アーカイブ運営委員会

田中耕一郎（理学研究科長）
立川康人（工学研究科長）
山越言（アジア・アフリカ地域研究研究科長）
五十嵐淳（情報学研究科長）
岩城卓二（人文科学研究所長）
中村克樹（ヒト行動進化研究センター長）
舘野隆之輔（フィールド科学教育研究センター長）
河原達也（情報学研究科教授）

小幡泰弘（京都大学理事）
永益英敏（総合博物館長）
森信介（学術情報メディアセンター長）
永盛克也（附属図書館長）
引原隆士（情報環境機構長）
伊藤孝夫（大学文書館長）
五島敏芳（総合博物館講師）
中村裕一（学術情報メディアセンター教授）
出口康夫（文学研究科長）

京都大学デジタルアーカイブシステム
（Peek）に資料情報を登録して、学内外
に公開します（公開範囲を学内のみに
制限することも可能です）。

step

5 公開
step

1
メールか電話でいつでもご相談ください。
説明相談会では、調査から公開までのプロ
セスを説明します。調査を希望される方に
は、調査依頼書をご提出いただきます。

相談 利用

研究資源アーカイブと申請者が、共同で
資料整理をおこないます。整理作業の
方法は研究資源アーカイブに所属する
アーキビストが提案します。

step

4 整理
step

2
調査依頼を受けて、研究資源アーカイブ
の担当者が調査を実施します。その後、
研究資源化申請書をご提出いただきます。

調査 申請
step

3
申請書に記載された事業計画について、
京都大学研究資源アーカイブ運営委員会
が審査のうえ、採否を決定します。

審査 採否決定調査依頼

要参加
申込

説明相談会 2024年9月2日（月）～5日（木）
オンライン（複数参加）で実施します。

研究資源化申請をご検討の方は必ずご参加ください。
申し込み方法等は、研究資源アーカイブのウェブサイトでご確認ください。
https://www.rra.museum.kyoto-u.ac.jp/

対象者：調査依頼や研究資源化申請をご検討の方
研究資源アーカイブの活動について知りたい方

2024年
10月頃

2025年
2月頃

2025年
4月から

調査依頼書
提出締切
9月30日

そのほ
かの資
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＊ 2024年4月現在


